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☆ プール清掃(５・６年生)
５月２６日(月)に、プール

の掃除を行いました。曇天で
したので、強い日差しを浴び
ず、気温も高くなく、プール
掃除には最適な天気でした。
５年生が２・３校時を利用

してプールサイドや更衣室を、
６年生が５・６校時を利用し
てプール内を掃除しました。
あっという間の時間でしたが、みんな、てきぱき行動し

てすみずみまで綺麗になりました。おかけで、全校児童が
綺麗なプールで、水遊びや水泳運動の学習に一生懸命取り
組んでいます。

☆ 学校がきれいになりました
５月３１日(土)に、PTA環

境整備部員、PTA運営委員、
教職員によるプール及び校舎
周辺の草刈りと清掃を行いま
した。
多くの皆様にご参加いただ

き、草を刈ったり、その刈っ
た草を集めたりしましました。
皆様のおかげで、プールや

体育館、学級園の周り、体育館と南校舎の間と斜面、南校
舎の東側、レインボー広場などがとてもきれいになりまし
た。
当日、参加していただいた皆様、それから、当日保護者

の方と一緒にがんばった児童の皆さん、ありがとうござい
ました。

☆ 「使い方間違ってない？スマホと
ネットの恐い話」(４～６年生)
６月６日(金)に本校体育館

において、４・５・６年生と
その保護者及びＰＴＡ保健体
育部員を対象としたメディア
との付き合い方に関する講演
会を開催しました。
昨年度に引き続き、メディ

ア安全指導員様を講師に、ス
マホ・ゲーム・SNSの危険や
トラブル、そして上手に付き合っていくことの大切さにつ
いて絵本の物語風にお話をしていただきました。その中で、
メディアの使い過ぎがもたらす心身への影響やSNSに潜
む危険などについて、具体的な事例を交えて解説していた
だき、児童も熱心に話を聞いていました。
本校では、今後も、児童が安全安心にデジタル社会と関

わっていけるよう、家庭と連携しながら取り組んでまいり
ます。

☆ ６月の学校参観日
６月２０日(金)が４～６年生、６月２４日(火)が１～３

年生の学校参観日でした。

たわしで丁寧に磨く

運動場西側の草刈り

プレゼンを使っての講話

今回もたくさんの保護者の皆様のご来校、ありがとうご
ざいました。あっという間の４５分間だったとは思います
が、お子さんの学習態度や発表の内容等、良いところを積
極的に見付けていただき、親子の対話の中で褒めていただ
けたことと思います。お子さんの自己肯定感の高まりにつ
ながり、自分に自信をもつことができたはずです。
１年生は算数科でした。「８－３＝５ こたえ ５こ」

という式と答えの書き表し方を学びました。
２年生は生活科でした。町探検で得た情報を、保護者の

方の協力を得ながら絵地図にまとめました。
３年生は１組が道徳で、２組が音楽科でした。道徳では、

みんなと力を合わせて働くことのよさや大切さを考えまし
た。音楽科では、３年生で初めて登場したリコーダーの
「ソ」の音を楽曲に合わせて練習しました。
４年生は１組が国語科で、２組が算数科でした。国語科

では、つなぎことば(「だから」、「しかし」等)について、
練習問題を解きながら、その意味を理解しました。算数科
では対角線について理解し、平行四辺形やひし形の対角線
の交わり方を調べました。
５年生は、家庭科でした。

手縫いの基本中の基本である
「玉結び」「玉どめ」について、
保護者の方の協力を得ながら、
最後まで丁寧に練習に励みま
した。
６年生は１組が国語科、２

組と３組が社会科でした。国
語科では、ある商品とそのキャッチコピーをテレビ画面に
映し出して、そのキャッチコピーの付け方の技法を学びま
した。社会科では、縄文時代と弥生時代の想像図を見比べ
て気付いたことをたくさん発表していく中で、「争い」と
いう言葉に着目し、その原因について考えました。

〇 １日(火) ノーメディア読書デイ
〇 ９日(水) 貸出図書一斉返却日
〇 １１日(金) 門川高等学校生徒による読み聞かせ(２年生)
〇 １４日(月) 夏休みに向けた図書貸出～１８日(金)
〇 １８日(金) 第１学期終業の日
※ ８月 ５日(火)…登校日
※ ８月２５日(月)…第２学期始業の日

あいさつ思い出エピソード
ペンネーム ここ様 ４０歳代

子どもが小学校に入学して間もない頃、登下校がとても心配でした。
毎日帰るころには庭先に出て、子どもの姿が見えないか何度も見てい
ました。
ある日、忙しくて庭先に出るのをつい忘れてしまった時のことです。
「しまった。」と思っていた時に、「じゃあね！バイバイ！」と男の子
の元気な声が聞こえてきました。外を見ると、高学年の男の子が、子
どもと一緒に帰ってくれたみたいで、子どもに対してかけた言葉でし
た。子どもはにっこりとしながら、「バイバイ！」とその男の子に言っ
ていました。その後、「お兄ちゃんが、一緒に帰ってくれたの！」と
うれしそうに話してくれました。
一緒に帰ってくれたことはもちろん、あの日の「じゃあね！バイバ

イ！」という頼もしい声は、今でも忘れられません。

「玉結び」「玉どめ」の練習


